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（https://eco.kyoto-u.ac.jp/sdgs/kyoto-times/）



SDGsの視点で日本が抱える里山の課題について検討し、
自分たちがリーダーとなってこれからの未来にどのよう
な行動を起こすべきかグループで議論し、企画をまとめ、
プレゼンテーションしてください。
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安田産業グループ（㈱）大剛 伏見工場（京都）
LEDによる人工光を利用した、水耕栽培システムによる農薬不使用の安心安全野菜を生産し

ています。

リコー環境・エネルギー事業センター（御殿場）
「脱炭素社会」や「循環型社会」をキーワードに、産官学連携のオープンイノベー
ションによる新たな環境事業の創出や、環境に配慮した製品の積極的な導入など、持

続可能な社会の実現に向けて取り組むリコーの拠点。

JT生命誌研究館（高槻）
https://www.brh.co.jp/

科学の目で生きものに向き合い、「問い」を発掘する場。研究
室では様々な生きものを見つめ、そこから生まれた「問い」を
元に生きものの歴史を探っています。チョウやイチジクコバチ
の行動から進化をさぐり、クモやプラナリアから生きものの発
生のしくみに迫る…そして研究から見えてきた、生きもののつ
ながりの中で人間（ヒト）について考えています。

右図：38億年前
に生まれた生命体
が進化し多様化し
てきたことを示す
「生命誌絵巻」

http://www.brh.co.jp/
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